
本
図
の
作
者
で
あ
る
渡
辺
雪せ
っ
ぽ
う峰
は
、山

梨
県
富
士
吉
田
出
身
の
日
本
画
家・書
家

で
す
。明
治
元
年
、幕
末
の
志
士
新し

ん
ち
ょ
う
た
い

徴
隊

の
一
員
で
あ
っ
た
父
平
作
の
次
男
と
し

て
、山
形
県
庄
内
で
生
ま
れ
ま
し
た
。明

治
６
年（
１
８
７
３
）、父
の
郷
里
の
富
士

吉
田
に
父
と
と
も
に
帰
郷
し
、絵
を
た
し

な
ん
だ
父
の
影
響
を
受
け
て
幼
少
期
か
ら

画
業
を
志
し
ま
し
た
。

画
を
渡
辺
小し

ょ
う
か華
、書
を
長
ち
ょ
う
さ
ん
し
ゅ
う

三
洲
に
学

び
、明
治
35
年（
１
９
０
２
）に
東
京
へ
出

て
日
本
文
人
画
協
会
を
主
宰
し
画
家
と

し
て
の
地
位
を
確
立
し
ま
し
た
。山
水
画

の
う
ち
文
人
画
の
系
譜
を
ひ
く
南な

ん
が画

を

得
意
と
し
、明
治
・
大
正
・
昭
和
に
わ
た
っ

て
活
躍
、昭
和
24
年（
１
９
４
９
）、富
士

吉
田
の
福
源
寺
に
て
没
し
ま
し
た
。

本
図
は
、箱
裏
書
に
よ
り
、明
治
26
年

晩
春
に
雪
峰
が
湖
東
日
野
渓
を
訪
れ
た

折
、偶
然
に
綿
向
神
社
の
祭
典
を
見
る

機
会
を
得
、北
浦
雅
契
氏
の
求
め
に
応
じ

て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

雪
峰
が
目
に
し
た
祭
典
は
、日
野
町
村

井
に
鎮
座
す
る
馬
見
岡
綿
向
神
社
の
春

の
例
大
祭
・日
野
祭
の
こ
と
で
、５
月
３
日

の
本
祭
に
は
、綿
向
神
社
と
御お

た
び
し
ょ

旅
所
で
あ

る
雲ひ

ば
り
の

雀
野
の
間
を
３
基
の
神み
こ
し輿
や
神か
み
こ子
・

神し
ん
ち
ょ
う
し
ゃ

調
社
の
行
列
が
渡
御
し
、16
基
あ
る

曳ひ
き
や
ま山
が
巡
行
す
る
湖
東
地
方
最
大
の
春

祭
り
で
す
。

本
図
に
は
、多
く
の
見
物
人
で
賑
わ
う

祭
り
の
日
の
御
旅
所（
雲
雀
野
）の
様
子

が
、力
強
く
大
ら
か
な
筆
致
で
活
き
活
き

と
描
か
れ
て
い
ま
す
。図
を
詳
細
に
観
察

す
る
と
、御
旅
所
に
集
結
し
た
曳
山（
現

在
、御
旅
所
へ
は
１
基
の
み
が
巡
行
）、

奉
納
が
廃
止
さ
れ
て
久
し
い
ホ
イ
ノ
ボ
リ

（
和
紙
と
竹
で
作
っ
た
幟の

ぼ
り・
図
中
央
右
）

や
、現
在
と
は
デ
ザ
イ
ン
の
異
な
る
神
輿

舁か

き・
神
調
社
の
衣
装
が
精
緻
に
描
き
込

ま
れ
る
な
ど
、古
式
の
日
野
祭
の
様
子
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
、民
俗
資
料

と
し
て
も
価
値
の
高
い
作
品
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

絵
を
所
望
し
た
北
浦
雅
契
氏
と
は
、御

旅
所
が
位
置
す
る
日
野
町
上
野
田
に
本

宅
を
構
え
、東
京
八
王
子
に
て
酒
造
業
を

営
ん
だ
日
野
商
人
北
浦
権ご

ん
ぺ
い平
氏
の
こ
と
。

江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治
の
頃
、多
く
の

画
人
た
ち
が
日
野
商
人
の
財
力
と
文
化

力
を
頼
っ
て
日
野
を
訪
れ
ま
し
た
。日
野

近
郷
の
蒲
生
郡
桜
川
村（
東
近
江
市
）に

は
山
梨
県
甲
府
で
酒
造
業
を
営
ん
だ
近

江
商
人
野
口
忠
蔵
家
が
あ
り
、当
代
当
主

の
夫
人
は
女
流
南
画
家
と
し
て
著
名
な

野
口
小し

ょ
う
ひ
ん
蘋
で
し
た
か
ら
、雪
峰
は
野
口
家

と
の
縁
を
頼
り
に
日
野
の
地
を
訪
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

本
図
は
、５
月
14
日
ま
で
ふ
る
さ
と
館

で
展
示
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
館
い
た

だ
き
、じ
っ
く
り
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。

近
江
日
野
商
人
館（
大
窪
）、近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館

「
旧
山
中
正
吉
邸
」（
西
大
路
）の
開
館
時
間
は
、午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
、休
館
日
は
毎
週
月・火
曜
日
、祝
日
の
翌

日
、年
末
年
始
に
な
り
ま
す
。入
館
料
は
、大
人
個
人
三
〇
〇

円
、大
人
団
体（
三
〇
名
か
ら
）二
五
〇
円
、小
・
中
学
生

一
二
〇
円
で
す
。ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

近江日野商人ふるさと館「旧山中正吉邸」 ☎０７４８-５２-０００８ / 近江日野商人館 ☎０７４８-５２-０００７

ふ
る
さ
と
館
収
蔵
資
料
解
説
① 
日
野
祭
礼
之
図 

渡
辺
雪
峰
画
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申
請
⋮
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、必
要
書
類
を
添

え
て
各
学
校
へ
ご
提
出
く
だ
さ

い（
申
請
書
は
、各
学
校
ま
た
は

学
校
教
育
課
に
あ
り
ま
す
）。

受
付
期
間
⋮
年
度
途
中
で
の

申
請
も
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

認
定
さ
れ
た
場
合
、申
請
月
の

翌
月
か
ら
該
当
に
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆

教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
教
育
課

☎
０
７
４
８-

５
２-

６
５
６
４

【
年
間
予
定
日
】第
１・４
金
曜
日

 

４
月

２８
日 

５
月

２６
日

 

６
月
２・２３
日 

７
月
７・２８
日

 

８
月
４・２５
日 

９
月
１・２２
日

 
１０
月
６・２７
日 

１１
月

２４
日

 
１２
月
１
日 

１
月

２６
日

 

２
月
２・２３
日 

３
月
２・２３
日

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆　

教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課

☎
０
７
４
８-

５
２‐６
５
６
６

小
・
中
学
校 

日
野
町
就
学
援
助
制
度

高
齢
者
の
交
通
事
故
に
ご
注
意
を

☆
パ
パ・
マ
マ
の
子
育
て
応
援
し
ま
す
☆

親
子
ぷ
れ
す
て

引
越
し
の
際
は
、

住
所
の
異
動
手
続
を
忘
れ
ず
に
！

「
食
品
ロ
ス
」を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
、

小
・
中
学
校
へ
の
就
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
家
庭
に
対
し
て
、

学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
の
一

部
を
援
助
す
る
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

制
度
を
利
用
し
た
い
方
は
、

各
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
⋮
町
内
の
小
・
中
学
校
に

子
ど
も
が
在
籍
す
る
家
庭
で
、

世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得
合

計
が
基
準
以
下
の
家
庭
な
ど

日
野
町
に
お
け
る
平
成

２８
年
中
の
交
通
事
故(

人

身
事
故)

件
数
は

５７
件
で
し
た
。５７
件
中﹁
追
突
事
故
﹂

が
１６
件
、﹁
出
会
い
頭
事
故
﹂が

２０
件
と
事
故
全
体
の

約
６０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。こ
の
う
ち
高
齢
者
が
絡
む

事
故
件
数
が

２０
件
と

５０
％
を
超
え
て
お
り
、事
故
の

加
害
者
や
被
害
者
と
な
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た

５７
件
中

２７
件
が
交
差
点
で
の
事
故
と
な
っ
て

い
ま
す
。

４
月
６
日
～

１５
日
ま
で
の
期
間﹁
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
﹂が
実
施
さ
れ
ま
す
。車
を
運
転
さ
れ
る
方
も
、

そ
う
で
な
い
方
も
今
一
度
交
通
安
全
に
つ
い
て
確
認
し
、

思
い
や
り
、譲
り
合
い
の
心
で
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か

り
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆
住
民
課
生
活
環
境
交
通
担
当

☎
０
７
４
８-

５
２-

６
５
７
８

子
ど
も
達
と
保
護
者
の
た

め
の
家
庭
教
育
の
場
で
す
。お

友
だ
ち
を
つ
く
っ
て
、楽
し
く

子
育
て
し
ま
せ
ん
か
？

●
時
間
⋮
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所
⋮
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
⋮
就
学
前
の
子
ど
も

と
保
護
者

●
参
加
費
⋮
無
料(

ク
ッ
キ
ン

グ
等
は
除
く)

●
内
容
⋮
自
由
遊
び
・
工
作
・

運
動
会
・
読
み
聞
か
せ
・
講

演
会・ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど

住
民
票
の
住
所
の
異
動
届（
転
出
届
・
転
入
届
・

転
居
届
な
ど
）は
、国
民
健
康
保
険
、国
民
年
金
、

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
な
ど
に
つ
な
が
る
大
切
な

手
続
き
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
送
付
し
て
い
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の﹁
通
知
カ
ー
ド
﹂、身
分
証
明
書
と
な
る﹁
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）﹂、﹁
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
﹂の
住
所
は
最
新
の
も
の
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

入
学
・
転
職
・
転
勤
な
ど
に
よ
る
引
越
し
で
住
所

を
異
動
さ
れ
る
方
は
、住
民
票
の
異
動
の
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の﹁
通

知
カ
ー
ド
﹂、﹁
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）﹂、﹁
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
﹂の
住
所
変

更
の
届
出
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
他
の
市
区
町
村
に
転
出・転
入
さ
れ
る
場
合

◎
同
一
の
市
区
町
村
内
で
転
居
さ
れ
る
場
合

◆
問
い
合
わ
せ
先
◆
住
民
課
住
民
担
当

☎
０
７
４
８-

５
２-

６
５
７
１

﹁
食
品
ロ
ス
﹂と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
食
品
を﹁
食

品
ロ
ス
﹂と
い
い
、日
本
で
は
年
間
約
６
３
２
万
ト
ン
も

の
食
品
が
食
品
ロ
ス
と
し
て
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
う
ち
の
約
半
分
が
家
庭
か
ら
出
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す（
農
林
水
産
省
お
よ
び
環
境
省﹁
平
成
25
年

度
推
計
﹂）。

家
庭
か
ら
の
食
品
ロ
ス
の
主
な
要
因
は﹁
食
べ
残

し
﹂、﹁
期
限
切
れ
﹂、﹁
買
い
過
ぎ
﹂な
ど
が
あ
り
ま
す
。

﹁
も
っ
た
い
な
い
﹂を
意
識
し
、買
い
す
ぎ
や
料
理
の
作

り
過
ぎ
か
ら
生
じ
る
食
べ
残
し
を
減
ら
す
こ
と
が
食
品

ロ
ス
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
転
出
前
に
】

転
出
届
を
提
出
し
て

転
出
証
明
書
を
受
け
取
る

【
転
入
し
た
日
か
ら
１４
日
以
内
に
】

転
出
証
明
書
を
添
え
て

転
入
届
を
提
出

【
転
居
し
た
日
か
ら
１４
日
以
内
に
】

転
居
届
を
提
出

引
越
し
前
の

市
区
町
村

引
越
し
先
の

市
区
町
村

お
住
ま
い
の

市
区
町
村

15 広報ひの ● 2017.4　vol.681


